
祝
令
和

享
保
三
年
創
業

白
竹
堂

京
扇
子

 

白
竹
堂
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
年
）、
江
戸
幕
府

第
八
代
将
軍
で
あ
る
徳
川
吉
宗
の
時
代
に
「
金
屋
孫
兵

衞
」
の
屋
号
で
西
本
願
寺
前
に
寺
院
用
扇
子
の
店
と
し
て

開
業
。
二
〇
一
八
年
に
は
創
業
三
〇
〇
年
を
迎
え
た
老
舗

京
扇
子
店
。
現
在
の
「
白
竹
堂
」
の
屋
号
は
近
代
日
本
画
壇
の

巨
匠
と
い
わ
れ
る
富
岡
鉄
斎
氏
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
京
扇
子
」
と
は
、
扇
面
・
扇
骨
・
仕
上
げ
加
工
す
べ
て

京
都
・
滋
賀
を
中
心
と
し
た
国
内
で
生
産
し
た
扇
子
の
事

を
言
い
ま
す
。「
京
扇
子
」
の
名
称
は
京
都
扇
子
団
扇
商
工

協
同
組
合
が
有
し
、
組
合
員
だ
け
が
使
用
で
き
る
も
の
で

す
。
扇
子
が
で
き
上
が
る
ま
で
に
は
、
骨
作
り
か
ら
地
紙

づ
く
り
、
絵
付
け
、
組
み
立
て
な
ど
約
八
十
八
の
工
程
が

あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
手
仕
事
で
熟
練
を
要
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
が
分
業
に
な
っ
て
お
り
、
職
人
さ
ん
た
ち
が

腕
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。

老
舗
扇
子
店
と
創
り
上
げ
た

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
扇
子

　

こ
の
「
令
和
ロ
イ
ヤ
ル
セ
ッ
ト
」
の
扇
子
は
、完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
。

デ
ザ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
親
骨
や
中
骨
の
素
材
や
質
感
、
房
や

外
袋
も
こ
の「
令
和
ロ
イ
ヤ
ル
セ
ッ
ト
」の
為
だ
け
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

お
ひ
と
り
ず
つ
名
入
れ
を
し
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
扇
子
に

仕
上
が
り
ま
す
。

  

前
面
に
は
、
メ
イ
牛
山
が
生
前
よ
り
大
切
に
し
て
き
た
言
葉
で
あ
る

「
女
は
い
つ
も
楽
し
く
美
し
く
」
の
直
筆
文
字
を
金
色
で
あ
し
ら
い

ま
し
た
。
周
り
に
配
置
さ
れ
た
和
柄
に
も
大
切
な
意
味
が
ご
ざ

い
ま
す
。

千鳥 矢羽七宝

　

白
竹
堂
本
店
は
京
都
の
中
心
部
、
麩
屋
町
六
角
に
あ

り
な
が
ら
、
都
会
の
喧
騒
を
感
じ
な
い
落
ち
着
い
た
佇

ま
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

扇
子
や
和
雑
貨
な
ど
直
営
店
の
中
で
は
、
一
番
品
揃
え

豊
富
に
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

裏面はシ
ックな刷

毛引き仕
様

パールが
上品に光

ります。



お願い
＜使用上の注意＞
●傷やはれもの､しっしん等の症状がある部位にはお使
いにならないでください。

●お肌に異常が生じていないかよく注意してご使用くだ
さい。お肌に合わない時は、ご使用をおやめください。
　①ご使用中､赤味､はれ､かゆみ､刺激、色抜け (白斑等)
や黒ずみ等の異常があらわれた場合。

　②ご使用になったお肌に､直射日光があたって､上記の
ような異常があらわれた場合。
  そのまま化粧品類のご使用を続けますと､症状を悪化させ
ることがありますので､皮膚科専門医等にご相談ください。
●目に入らないように気をつけてください。
　目に入った時は､すぐに水かぬるま湯でよく洗い流して
ください。
＊この商品をはじめてご使用になる際は､腕の内側であ
らかじめお試しのうえ､お使いください。

●一度ご使用の後､長期間放置してからの再使用は
おやめください。

●乳幼児の手の届かないところに保管してください。
●極端に高温または低温の場所､湿度の高い所や
低い所､直射日光のあたる場所には保管しないでくだ
さい。
●ご使用法以外の使い方はおやめください。
＜その他の注意＞
　天然系の成分を多く配合しておりますので､おり･におい
が出たり､多少色が変わることがあります。安全性に
おきましては､万全の注意を払っておりますが､何か
お気づきの点がありましたら､当社お客様相談室まで
ご一報ください｡

＜取扱い上の注意＞
●必ず手を洗ってからお使いください。
●取りすぎた(出しすぎた)時は､もとの容器に戻さないで
ください。
●ご使用後は必ずしっかりとフタを閉めてください。
　また､容器のまわりについた中身はよくふき取ってください。

美
し
さ
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
生
ま
れ
た
、

限
り
な
く
美
の
粋
を
追
及
し
た
美
容
液

で
す
。
ク
レ
ム
ド
ロ
イ
ヤ
ル
と
併
せ
て

ご
使
用
い
た
だ
く
と
、
さ
ら
に
効
果
的

に
年
齢
を
重
ね
た
肌
に
働
き
か
け
ま
す
。

エ
ッ
セ
ン
ス 

ド 

ロ
イ
ヤ
ル

ク
レ
ム
ド
ロ
イ
ヤ
ル

ハ
リ
ウ
ッ
ド

ス
キ
ン
コ
ン
セ
ン
ト
レ
ー
ト
C
L

肌
に
働
き
か
け
、
つ
や
や
か
な
ハ
リ
の
あ
る

し
な
や
か
な
肌
を
保
つ
、
こ
く
の
あ
る

エ
モ
リ
エ
ン
ト
ク
リ
ー
ム
で
す
。

プ
ラ
セ
ン
タ
エ
キ
ス
や
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
な
ど

の
保
湿
成
分
を
肌
の
角
質
層
ま
で
浸
透

さ
せ
る
期
間
集
中
ケ
ア
化
粧
液
で
す
。

乾
燥
に
よ
る
く
す
み
が
気
に
な
る
時
・
肌
が

硬
く
、
み
ず
み
ず
し
さ
に
欠
け
る
時
・
肌
が

乾
き
や
す
く
、
あ
れ
が
ち
な
時
な
ど

そ
の
時
の
肌
の
状
態
に
合
わ
せ
て
お
使
い

く
だ
さ
い
。

洗
顔
後
の
清
潔
な
肌
に
、
適
量
を
手
に
取
り

目
元
や
口
元
等
の
気
に
な
る
部
分
に
軽
く
押
さ
え

る
よ
う
に
な
じ
ま
せ
、
や
さ
し
く
プ
ッ
シ
ュ

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
も
う
一
度
適
量
を

手
に
取
り
、
手
の
ひ
ら
で
顔
を
包
み
込
む

よ
う
に
肌
に
な
じ
ま
せ
ま
す
。

洗
顔
後
の
清
潔
な
肌
に
適
量
を
手
の
ひ
ら
に
取
り

気
に
な
る
部
分
を
中
心
に
な
じ
ま
せ
る
よ
う
に

の
ば
し
ま
す
。
特
に
気
に
な
る
部
分
に
は
重
ね
て

丁
寧
に
な
じ
ま
せ
ま
す
。

３
０
秒
ほ
ど
お
い
た
後
、
い
つ
も
お
使
い
の

ス
キ
ン
ケ
ア
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ま
た
肌
に

た
っ
ぷ
り
つ
け
て
５
〜
１
０
分
位
パ
ッ
ク
す
る
と

さ
ら
に
効
果
的
で
す
。｡

エ
ッ
セ
ン
ス 

ド 

ロ
イ
ヤ
ル
を
お
使
い
の
後
に

適
量
を
取
り
、
ほ
ほ
を
も
ち
上
げ
る
よ
う
に
な
じ

ま
せ
ま
す
。

肌
あ
れ
や
乾
燥
が
気
に
な
る
部
分
に
は
、
指
先
で

押
さ
え
る
よ
う
に
な
じ
ま
せ
ま
す
。

※
 

一
週
間
で
一
本
使
い
切
る
く
ら
い
の
目
安
で

お
使
い
く
だ
さ
い
。

ご
使
用
法

ご
使
用
法

ご
使
用
法

美
容
液

化
粧
液

エ
モ
リ
エ
ン
ト
ク
リ
ー
ム

容器開封の仕方
スキンコンセントレートCL

①密封栓の矢印のところに親指
　をあてフタを上方に押し上げ
　てください。

②次にビンの向きをかえ下方に
　切り下げながら右側へまわす
　ようにフタをとりはずします。

③手がびん口に触れないように
　中のゴム栓をはずし付属のス
　ポイトを取り付けてください。

感
謝
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
化
粧
品
は

お
か
げ
さ
ま
で
９
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

1
9
1
1
年
、
山
口
県
防
府
市
生
ま
れ
。

1
9
2
9
年
に
単
身
上
京
し
、
3
年
後
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド

美
容
講
習
所
に
入
る
。
間
も
無
く
頭
角
を
現
し
美
容
師

と
し
て
活
動
を
開
始
。

　

最
先
端
の
美
容
技
術
を
取
り
入
れ
る
一
方
、
化
粧
品

の
開
発
に
も
携
わ
る
。
と
く
に
酵
素
の
働
き
を
他
に

先
駆
け
て
取
り
入
れ
、
当
時
画
期
的
で
あ
っ
た
「
酵
素

パ
ッ
ク
」
は
、
超
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
。

　

1
9
5
8
年
に
は
健
康
食
品
の
開
発
も
い
ち
早
く

手
が
け
肌
・
体
・
心
の
不
要
な
も
の
の
排
泄
こ
そ
が
美
容

の
根
本
だ
と
い
う
独
自
の
「
三
大
排
泄
美
容
理
論
」

S
B
M
を
提
唱
。

　

1
9
8
2
年
に
東
京
都
知
事
よ
り
学
校
教
育
功
労
賞
を

受
賞
し
、
2
0
0
1
年
に
は
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
し
た
。

　

美
容
家
の
メ
イ
牛
山
が
愛
用
し
て
い
た
、
お
手
紙

セ
ッ
ト
の
漆
箱
を
令
和
記
念
で
再
現
い
た
し
ま
し
た
。

自
然
の
花
が
モ
チ
ー
フ
の
桜
色
と
金
色
の
紙
箱
で
す
。

　　

お
化
粧
品
を
取
り
出
し
た
あ
と
に
は
、
ふ
み
箱

と
し
て
末
長
く
ご
愛
用
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の

「
令
和
ロ
イ
ヤ
ル
セ
ッ
ト
」
の
た
め
に
作
ら
れ
た

限
定
の
特
別
な
ふ
み
箱
で
す
。

メ
イ
牛
山

メ
イ
牛
山
が
愛
し
た
ふ
み
箱

目
安
と
し
て
ポ
ン
プ
一
回
押
し
位

適
量

パ
ー
ル
１
粒
か
ら
２
粒
位

適
量

ス
ポ
イ
ト
一
回
押
し
位

適
量

メイ牛山が長く愛用していた

和紙製のふみ箱


